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■共通項目
●費用
　　費用のうち原則１割が自己負担となります。（所得の状況により月額上限額の設定があり）
●対象
　　難病などの方も障がい福祉サービスの対象です。対象となる疾病や申請手続きなど詳細は、障がい支援課へ
　対象疾病（厚生労働省が定める361疾病）による障がいがある方
　※身体障害者手帳の所持の有無にかかわらず、必要と認められた障がい福祉サービスなどの受給が可能
●注意事項　介護保険の対象者は介護保険サービス利用が優先

訪問系サービス
在宅で訪問を受けたり施設に通ったりして利用する
サービス

内　容
居宅介護

（ホームヘルプ）
自宅で、入浴や排せつ、食事の介護
などを行います。

同行援護
視覚障がいで、ひとりでの移動が難
しい方の外出に同行して移動支援を
行います。

行動援護
知的障がいや精神障がいで、ひとり
での行動が難しい方の移動支援など
を行います。

短期入所
（ショートステイ）

自宅で家族が病気になったときなど
に、短期間施設に宿泊し、食事など
の支援を行います。

日中活動系サービス
入所施設での昼間の活動を支援するサービス

内　容

療養介護
医療と常時介護を必要とする方に、
医療機関で機能訓練、介護、日常生
活の支援などを行います。

生活介護
常時介護を必要とする方に、施設で
入浴や排せつ、食事介護や創作的活
動などの機会を提供します。

自立訓練
（機能訓練・

生活訓練）

自立した日常生活や社会生活ができ
るよう、一定期間、生活能力向上の
ための訓練を行います。

就労移行支援

一般企業などへの就労を希望する方
に、一定期間、就労に必要な知識の
指導や能力向上に必要な訓練を行い
ます。

就労継続支援
（A 型・B 型）

一般企業などへの就労が困難な方に、
働く場を提供するとともに、就労に
必要な知識の指導や能力向上に必要
な訓練を行います。雇用契約を結ぶ
Ａ型と、雇用契約を結ばないＢ型が
あります。

就労定着支援

一般就労へ移行した障がいのある方
が、就労に伴う環境変化から生じた
生活課題に対応できるよう、訪問な
どにより支援します。

居住系サービス
入所施設を住まいの場として支援するサービス

内　容

施設入所支援
施設に入所する方に、夜間や休日、
入浴や排せつ、食事の介護などの支
援を行います。

共同生活援助
（グループホーム）

夜間や休日、共同生活を行う住居で
の相談や、日常生活上の援助を行い
ます。

自立生活援助
施設を利用していた方がひとり暮ら
しを始めたとき、訪問して必要な支
援を行います。

　障害者総合支援法に基づき、できるだけ地域で自立した生活が送れる
ように支援していくためのものです。サービスの利用には、事前の申請
や審査など手続きが必要です。
●問い合わせ　障がい支援課　内線162

障がい福祉サービス地域で
自立した
生活を！
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①日常生活の困りごと
②福祉サービスの利用について
③各種制度の紹介
④権利擁護のために必要な援助
⑤専門機関の紹介　など

●問い合わせ　ひがしうら相談支援センター
　　　　　　　 38-5035　 34-6618

地域生活支援事業
障がい者（児）が地域生活を円滑に送るために町が自主的に取り
組む事業

内　容

相談支援事業
障がいのある方の様々な相談に応じ、情報提
供や助言を行います。

移動支援事業 円滑に外出できるよう移動支援を行います。

日中一時支援
昼間、介護する方が不在になる場合など一時
的な見守り、支援などを行います。

日常生活用具の
給付

自立した日常生活を支援する用具にかかる費
用の一部を支給します。

意思疎通支援
聴覚、言語機能、音声機能などの障がいで、
意思を伝えることが難しい方に、手話通訳
者、要約筆記者などを派遣します。

福祉ホーム
住居の必要な方に、低料金で住居や設備を提
供します。

成年後見制度
利用支援

適切な方を後見人として選び、財産管理など
を任せる制度利用の支援を行います。

地域活動支援
センター

ものをつくり出す創作的・生産的活動や社会と
の交流活動などを行います。

その他（障がい福祉サービス）
内　容

計画相談支援
障がい福祉サービスを適切に利用できるよ
う、利用者ごとに個別の計画（サービス等利
用計画）を作成します。

地域移行支援
地域定着支援

施設などから地域で生活しようとする方やひ
とり暮らしをする方などに、見守りや相談な
どの支援を行います。

障がい児
通所支援

障がいのある児童に、日常生活の基本的な動
作の指導や生活能力向上のために必要な訓練
などを行います。

補装具費の支給
身体機能を補いまたは代替するために必要と
認められるもの（義肢、装具、車いすなど）に
かかる費用の一部を支給します。

日常生活における相談は
ひがしうら相談支援センターへ

相
談
内
容

　成年後見制度を学びます。
●と　き
　令和３年１月15日～２月19日
　（毎週金曜日　全６回）
　午後１時30分～４時
●ところ　常滑市役所　
●定　員　30名（先着順）
●受講料　1,000円（資料代）
●内　容　

法定後見の申し立て手続き、
財産管理と身上監護、後見人
の実務など

●講　師
　弁護士、司法書士など
●申し込み

12月７日 ( 月 )～令和３年１月
14日（木）に電話で問い合わせ
先へ

●問い合わせ
　知多地域成年後見センター
　 39-2663

成年後見
サポーター研修講座

　12月４日（金）～10日（木）は人
権週間です。
●心配ごと相談（毎月第３火曜日）

　人権擁護委員はあなたの街
の身近な相談相手です。
　隣近所のもめごと、家族間
の問題、体罰やいじめ、職場
におけるセクハラ、DV などで
お悩みの方は、相談してくだ
さい。相談は無料で秘密は厳
守します。

●問い合わせ
　住民課　内線160

人権週間
～『誰か』のこと じゃない～


